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っ
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工
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)

世
親
の
無
表
業
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解
釈
を
め
ぐ

っ
て

工

藤

道

由

業
思
想
の
中
で
も
無
表
業
の
思
想
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
事
は
周
知

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
思
想
は
特
に
倶
舎
論
を
通
じ
て
知
る
こ
と
が
出
来
、

又
夙
に
無
表
業
が
未
来
に
果
報
を
招
く
ま
で
相
続
す
る
か
ど
う
か
論
争
が
行
わ

れ
て
来
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
無
表
は
法
処
所
摂
の
色
法
で
あ
る
と
さ
れ
る
の

で
、
そ
の
相
は
無
表
色

(
a
v
i
j
n
a
a
f
l

)
と
し
て
倶
舎
論
界
品
中
に
論
じ

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
界
品
第
十
一
偶
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容

を
究
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
表
業
理
解
の
一
助
と
し
、
更
に
こ
の
偶
を
め
ぐ

っ
て
の
衆
賢
、
称
友
等
の
論
師
の
論
争
を
通
じ
て
世
親
と
衆
賢
の
無
表
に
対
す

(
1
)

る
根
砥
的
な
思
想
背
景
を
も
指
適
し
て
み
た
い
。

口

世
親
の
解
釈

(
乱
心

の
者
に
も
無

心
の
者

に
も
亦
、

随
流
す
る
浄
又

は
不
浄

で
あ
る
大
種

所
造

の
も
の
。

そ
れ
が
即
ち
無
表
と
言
わ
れ
る
。
)

(
以
下
長
行
釈
)

(
1
)
乱

心
の
者

に
も
と
は
そ
れ
と
異

る
心

の
者
に
も

で
あ
る
。

(2
)無
心

の
者
に
も
亦

と
は
無
想
定
と

滅
尽
定

の
者

に

も

亦

で
あ

る
。

(3
)
a
p
i

と

い
う
語
に
よ

っ
て
不
乱

心
者
と
乱
心
者

も

(含
意

し

て
い
る

こ
と
が
)
知

ら

れ
る
。

(
4
)
随
流

と
は
相
続

(
p
r
a
v
a
f
s

)

で
あ

る
。
(
5
)
u
c
y
a
t
e

と
は
a
c
r

の
言
葉

で
あ

る
こ
と
を
示
す
。

(
5
)
要
す
る

に
表

(
業
)

と
定

と
に
よ

っ
て
生

じ

た
善

不
善

の
色
が
無
表

で
あ
る
。

一
一

衆

賢

の
反

駁

(
3
)

(
4
)

右
の
世
親
の
無
表
色
理
解
に
対
し
て
衆
賢
は
六
失
が
あ
る
と
し
、
次
の
反
論

(
5
)

を
展
開
す
る
。

反
駁
其
(1)
v
i
k
s
i
p
t
a

と
い
う

こ
と

に

よ

っ
て

他

の

一
切

の
有
心
位
を
摂

し

て
い
る
か
ら
、

他

に
ど
ん
な
位
も
な

く
、

巷

一
の

語

は
無
用
で
あ
り
余
計

で
あ
る
。

同
(2)
随
流

(
a
n
u
h
a
n
d
h

)
と
は
相
続

(
p
r
a
-

v
a
h
a
)
で
あ
る
と
す
る
が
、
初
刹

那
は
相
続
に
入
ら
ず
大
き
な
過
失

で
あ
る
。

(3)
相
続
は
仮

(
s
l
a
f
)

で
あ

る
か
ら
論

に
反
す

る
。
叫
無
表
色

に
対

し

て

無
対
色
で
あ
る
と
し
て
区
別
せ
ら
る

べ
き
も

の
が
区
別
せ
ら
れ
て

い
な

い
。
(5)

定
所
発

(
の
無
表
)

は

(随

心
転

で
あ
る
か
ら
入
定
中
に

の
み
存
し
)

乱
心
無

心
に
は
随
流

し
な

い
。
従

っ
て
無
表

で
は

な

い

か

ら

不
足

で

あ

る
。

(
6
)
無
心

(
定
)

に
関

し
て
は
善

の
無
表

の
随

流

(
の
み
)

で
あ
る

こ
と
が
区
別
せ
ら
る

べ
き
な
の
に
区
別

せ
ら
れ

て
い
な

い
。

(
V
.
 
A
K
V
.
 
P
 
3
0
 
l
.
 
2
2
-
2
3

)

(
6
)

以
上
の
過
誤
を
離
れ
ん
が
為
に
衆
賢
は
倶
舎
論
本
頒
の
改
頚
を
敢
え
て
行

な
っ
て
い
る
。

(作
等
と
不
同
類
心
等
と
、
そ
し
て
心
の
無
く
な
っ
て
い
る
の
と
有
記
と
無

対
の
色
。
実
に
そ
れ
が
無
表
と
主
張
さ
れ
る
。)
(改
頚
の
検
討
は
省
略
)

三

称
友
の
衆
賢
に
対
す
る
批
判

称
友
は
倶
舎
論
本
頚
の
註
釈
の
次
に
衆
賢
の
世
親
に
対
す
る
反
駁
を
引
用
し
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つ
つ
逆
に
衆
賢

へ
の
再
反
論
を
試
み

て
い
る
。

そ

の
批
判
を
衆
賢
が
論
難
し

て

い
た
六
点
に
対
応

さ
せ
て
考
究
す
る
。

称
友

の
衆
賢
批
判
(1)
a
p
i
の
語

に

よ

っ
て
乱
心
者

と
無

心
者

の

(
他
に
)
第
三
者
と
な
る
不
乱

心
者
と

い
う
別
法
が

(
7
)

区
別
さ
れ
る
為

で
あ

る
。
同
働
相
続
と
は
多
刹
那
中

に
於

い
て
相
続
と
称

せ
ら

れ
る

の
で
あ
る
か
ら

(
多
刹
那
中

の

一
刹
那

で
あ

る
)
初
刹
那

は
相
続

で
あ

る
。

(3)
相
続

は
実

(
d
a
s
l)

で
あ
る
。

(4)
無
対

で
あ

る
と
い
う

こ
と
は
後
に

(
8
)

示
さ
れ
る
。
(5)
し
か
し
不
乱

心
者

と
有

心
者

の
相
続

(
a
s
l
f
)

に
は
ま

さ

に
随
流
す
る
。

(衆
賢
再
難

…
そ
う

で
あ

る
な

ら
ば
浄

・
不
浄

の
表
業

は
無
表

の
相
が
あ
る

こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う

で
は
な

い
か
。
)

(称
友
再
答
)
表

は
無
記

で
も
あ
り
、
更

に
表

は
無
表

の
様

に
強
力

に
随
流

は
せ
ず
、

無
表

が
滅

し
て
い

な

い
場
合
で
も
表

の
滅

は
現

わ
れ
る
か
ら

で
あ

る
。
(6)
衆
賢

の
無
表

の
相

(
1

改
頗
)
に
於
い
て
も
浄

の
無
表

の
随
流
が
無

心
に
関

し
て
区
別

せ
ら
れ
て
い
な

い
で
は
な

い
か
。

四

問

題

点

こ
れ
ら

の
論
争

は
、

A
-
相
続

に

つ

い

て
、

B
-

定
所

生

の
無
表

に

つ
い

て
の
二
点
に
要
約
す
る

こ
と
が

で
き
る
。

(
今
回

は
相
続

に

つ
い

て

の
み

考
察

す
る
。
)

A

こ
こ
で
言
う
相
続

の
原
語
は
p
r
a
l
f

で
あ
り
s
a
m
t
a

で
は
な

い
。

p
r
a
v
a
lは
心
不
相
応
行
法

の
生
住
異
滅

の
四
相
を
論
ず

る
際

に
、
次

の
様

に

述

べ
ら
れ
て
い
る
。

(p
r
a
v
a
h
a

の
初
め
が
生

で
あ
る
。

止
減
す
る

の
が
滅

で
あ

る
。
同

じ
そ
の

p
r
a
v
a
lの
現

に
続

い
て
起

こ
り

つ
つ
あ

る

の
が
住

で
あ
る
。
)

こ
れ
に
従
っ
て
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
世
親
は
p
r
a
v
a
は
初
ま
り
を
有
し
、

終
わ
り
を
有
す
る
有
限
的
時
間
的
連
続
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
た
と
言
い
得
よ

う
。一

方
、
衆
賢
は
こ
の
世
親
の
解
釈
に
対
し
て
辛
辣
な
批
判
を
加
え
、
衆
賢
自

身
の
規
定
を
述
べ
る
。

ノ

ノ

ノ

ヲ

カ

ス

ク

ノ

ノ

ニ

ス
ル

レ
ハ

タ

ノ

ヲ

ス
カ

ノ

ト

諸
行
相
続
名
何
所
レ詮
。
謂
諸
有
為
無
間
流
転
。
此

復
何
法
為
二其
自
性
幻

レ

ノ

ナ
リ

ソ
ゾ

メ
ン
ヤ

ヲ

モ

ノ

シ

シ

是
仮
有
法
。
寧

求
二
自
性
殉
然
諸
刹
那
、
展
転
相
似
、
因
果
相
継
、
諸
行

シ

シ

ナ
ル
ヲ

イ
テ

ク

ト

シ

ラ
バ

ニ

ク
ハ

リ
ト

ツ
ノ

ガ

ゼ

感
赴
、

連
環
無
断
、
説

名

二
相
続
殉
若
爾

相
続
説
レ
有
二
一

生
↓
不
レ
応
二
正

ニ

ザ

ル
ガ

ニ

ニ

理
噛
非
二
倶

起

一故
。

(
T
 
2
9
 
4
0
7
c

)

こ
れ
に
従
え
ば
、
衆
賢

の
説
く
相
続

と
は
刹
那
は
有

し
な

い
無
限
的
時
間

の
連

続

で
あ

っ
た
と

い
う

こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
、

ノ

ハ

リ

ス

ハ

ノ

ノ

ト

ル

ゼ

ニ

ニ

一
刹
那
法
独
為
二
相
続
仮
法
所
依

一不
レ
応
レ
理
故
。

(
T
 
2
9
 
4
0
7
c

)

と
述
べ
、

一
刹
那
が
独
自

に
存
在
す
る

こ
と

へ
の
不
信
を
表
明
し

て
い
る
点
か

ら
も
、
衆

賢

の
説
く
相
続

と
は
刹

那
を
有
し
な

い
も

の

で
あ

っ
た

と

言

い
得

る
。

従

っ
て
、
世
親

の
説
く
相
続
は
、

モ

リ
テ

ニ

ジ
テ

テ
テ

ス

ト

然
依
二
多
法

一総

立

為
レ
一
。
(
T
 
2
9
 
4
0
7
c

)

即
ち
、

全
体

の
中
に
個

々
独
立

の
部
分
を
独
存
さ

せ
て
い
る
が
故
に
、

仮
法
に

過
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。

か
く

て
世
親
と
衆
賢

の
相
続

(
p
r
a
v
a
h

)
に
対
す
る

規
定

の
思
想
的
背
景

は
明
ら
か

に
な

っ
た
と
思
う
。

こ
の
様
な
相
違
が
根
本
的
な
無
表
に
対
す
る
契

機

と
な

っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

(
定
所
発

の
無
表

に

つ
い
て
は
稿
を

新

た

に

し

た

い
。
)
(
註
省
略
)

(
駒
沢
大
学
大
学
院
)

世
親

の
無
表
業

の
解
釈

を
め
ぐ

っ
て

(
工

藤
)
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